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Abstract

Mealtimeshaveavaluableroletoplayinthetransmissionofculturalvaluesbetweenparentandchild.Wehave
shownthatifafemalestudent,asachild,receiveda“good”domesticexampleandtrainingfromtheirmother,then
shewouldbelikelytohave“sensible”eatinghabitsasanadult.
Wemadeafurtherattempttoshowhowpastandpresent:‘gooddietaryhabits’,‘healthawareness’and‘proper
manners’caninfluencethefuture‘viewofmarriage’andattitudestowardseatingandfoodpreparation,soasto
facilitateacooperativelifebetweenhusbandandwife.
Thesurveysamplewasof364femaleuniversitystudents,whowereaskedtoansweraquestionnaireabouttheirpost

-6 gradelifeuptothepresent,andalsoanumberofquestionsabouttheirfutureplans.
Weanalyzedthecorrelationcoefficientbetweentheabovementionedcategories.Moreoverweemployedour
hypothesismodelssothatweforcussedon‘futuregooddietaryhabits’calledobjectivevariableexplainedbycategories,
wedescribedthesecategoriesusingAkaike’sInformationCriterion(AIC).
Wewerethereforeabletoshow thatpastandpresent‘gooddietaryhabits’anda‘mother’sdedicationtothe
upbringingofherchildrenaresignificantfactorsindeveloping‘goodeatinganddietaryhabits’asafuturemodelfor
femalestudents.
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１.はじめに

「食」を通して，マナー・ え方・生活の知恵等を親

から子に継承できるという意味からも，食への関心・

教育を含めた過去の体験，いわゆる「刷り込み」が現

在の学生の食・食周辺の行動に影響している事をすで

に実証した ．本研究では，過去の良い食行動，マ

ナー，健康への配慮が，現在の食意識，食行動にどの

ように影響するかを詳細に調査する．更に，いくつか

のモデルを想定し，赤池の情報量規準 を用いて比較

することにより，現在・過去の良い習慣，健康への配

慮，マナー等が，未来の家庭生活・食に対する理想像

にどのように関連してくるかを分析調査した．

２.方 法

2.1 調査対象

質問紙調査法によって，本学１年生に対し，1998年

７月に一斉に行った集合調査法である．データ数364で

ある．ここで，「過去」とは，対象者が小学６年生当時

を思い出して回答する想起法である．

2.2 調査内容と分類

質問は，現在，過去，未来に渡っており，特に未来

に関しては，結婚，食生活，家事分担などに関する，

理想とする将来の生活像を尋ねた．アンケートを行っ

た各項目を表１に示したが，これらの項目を（上位）

カテゴリーとしてまとめ，良い解釈ができる方が高い

得点となる得点答に変換後，その得点をカテゴリーご

とに加算した．

未来に関しては「充実した生活」「良い食行動」，現

在に関しては「良い食習慣」「食以外における良い習慣」

「心の健康」「体の健康」「マナー」，過去に関しては「安
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心感」「健康」「良い食行動」「マナー」「主たる家事責

任者である母親の余裕」といったカテゴリーに分類し

た．この分類を表２に示した．各カテゴリーに属する

項目数が異なるため，基準化して分析することも え

られるものの，今回は，得点答の和をそのまま利用し

た分析を行った．

2.3 分析方法

対象データ364人であるが，未来のパートナーとの家

事分担，協力等に関するアンケートを，「未来の理想像」

の中で尋ねていることから，将来結婚をしたいと希望

している学生286人に関して分析を行い，前述したカテ

ゴリー間の相関を求めた．有意水準５％で有意な場合

には，「＊」で示した．次に，未来の理想像を説明する

あらゆるモデルを想定し，未来の「充実した生活」及

び，未来の「良い食行動」を目的変数とする２種の重

回帰分析を行ったあと，赤池の情報量規準によるAIC

比較を行った．このAICを基にして，未来をよく説明

するモデルを選んだ．モデルが一つである場合には，

有意水準も利用できるが，多くのモデルの中から最適

モデルを選ぶ場合にはAICを用いる場合が多い．

こうして，過去や現在の体験等が，結婚後の食の準

備，家事分担等に関する若者の未来の理想像にどのよ

うに影響しているかを検証した．

３.結果と 察

3.1 相関から見た，現在に与える影響・未来に

与える影響

過去が現在に与える影響を表３に示した．過去の「良

い食行動」「マナー」「母の余裕」はそれぞれ現在の「良

い食習慣」に影響を与えている．過去の「健康」に留

表１ 質問項目と内容
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意する姿勢は現在の「食以外での良い習慣」に強い影

響があり，当然の事ながら，過去の「マナー」は現在

の「マナー」に深い関わりがあることが明らかになっ

た．次に過去・現在が未来の理想像に与える影響を表

４に示した．現在，過去は未来の「生活の充実」には

効果がない．一方，未来の「良い食生活・行動」によ

く効いているのは，現在の「良い食習慣」及び，過去

の「良い食行動」「マナー」「母の余裕」であることが

明確になった．

3.2 情報量規準（AIC）による分析

「未来の理想的な良い食行動」を目的変数とし，表１

に示す現在に関する５個，過去に関する５個，計10の

カテゴリーを説明変数として重回帰分析を行った．更

に赤池の情報量規準AICに基づく総当たり法による

表２ 未来，現在，過去の項目とカテゴリー

表３ 過去が現在に与える影響（相関係数) 表４ 将来，結婚を希望する学生の未来の生活像に与える
過去，現在の影響（相関係数）
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モデル選択を行った．総計ソフトSASを利用した．

「未来の生活の充実」を目的変数とする重回帰分析は今

後の課題とする．

AIC（AkaikeInformationCriterion）は，赤池に

より導入されたモデル評価規準であり ，情報量規準

は－２（最大対数尤度）＋２（パラメーター数）で定義

される ．ノイズの分布を正規分布と仮定した回帰モ

デルの場合は，最大対数尤度は－
2
logσ＋定数 で

求められることから，パラメータ数 の回帰モデルの

AICは

AIC～ logσ＋2 ⑴

となる．

ただし，σ は回帰モデルの残差分散の推定値であ

る．

ここでは，Sugiuraに従って有限修正を行った修正

AICを用いた．ただし，σ は回帰モデルの残差分散の

推定値であり，共通の定数を無視している．この修正

AICの値の差が１～２程度以上なら，モデルのあては

まりの良さの違いは有意と えられ，AICが小さいほ

ど良いモデルであるとみなしてよい．

この修正AICを利用して，「未来の生活における良

い食行動」に影響を与えると えられるモデルのうち，

修正AICの小さい５つ，即ち，「未来の生活における良

い食行動」をよく説明できるモデルを良い方から順に

５個かかげた（表５）．掲げた５つのモデルの修正AIC

は，小さい方から順に－35.573，－34.631，－34.568，

－34.148，－34.117である．これらの値の差は小いこと

から，殆どそのモデルの良さに差異はないと えられ

る．これら上位の良いモデルの全てに「現在の良い食

習慣」「過去の良い食行動」「過去の母の余裕」が挙がっ

ている．次に，「現在の食以外における良い習慣」が多

く揚げられ，その他には，「現在の体の健康」「過去の

マナー」が続いている．過去及び現在の良い習慣や母

親の余裕のあり方が，学生の，将来は良い食行動をし

たいという未来像に多大な影響を与えていることが明

確になった．これらの影響の強さに関しては，事後確

率を用いることが えられるが，これは今後の課題と

したい．

本研究は，平成12年度二階堂奨励研究『食生活．食

周辺．その継承から見た食行動（小林）』によったもの

である．
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表５ 現在，過去の健康，マナー等が「未来の良い食行動」に与える影響
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